
２０１１国際森林年のねらい

平成23年6月 林野庁



国際森林年の位置づけ

 国際森林年は、国連のもとで行われる活動。

森林の保全と持続可能な経営

（国連森林フォーラム）

２０１１

国際森林年

生物多様性の保全

（生物多様性条約）

２０１０

国際生物多様性年

地球温暖化の防止

（気候変動枞組条約）

２０１１

国際森林年

砂漠化の防止

（砂漠化対処条約）

２０１１

国際森林年

１９９２年

国連環境
開発会議
(地球ｻﾐｯﾄ、
リオ会議)
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国際森林年のロゴマーク

 ２００６年の国連総会において、
「森林に対する世界の市民の参
加と理解」を目的として２０１１年
を国際森林年とすることを決定。

 ロゴマークは「Forests for 
People（人々のための森林）」と
いうテーマを伝えるもの。

 世界の森林の持続可能な経営、
保全等における人間の中心的
役割を称え、森林の多面的機能
が人類の生存に欠かせないもの
であることを訴えるデザイン。
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世界では
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世界の森林を巡る状況

 森林は世界の土
地面積の約３割を
占める。

（１７００年代には
約５割との推定）

 世界の森林は１兆
トン以上の炭素を
貯蔵し、世界の二
酸化炭素排出量
の約２割は森林減
尐に由来。
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資料：FAO世界森林資源評価2010



ボルネオ島での森林減少
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世界の森林面積変化と森林率（地域別）
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1990年～2010年の間の世界の森林減尐は、我が国の国土の約４倍



我が国では

8



昭和初期と現在の比叡山
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滋賀県野洲市
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（２００９年）



木材（用材）の供給量の推移
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我が国の森林資源の推移
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我が国の資源状況と間伐の必要性
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間伐は、成長の過
程で過密となった
立木の一部を抜き
伐りする作業であ
り、成長促進と林
業収入に寄与。

公益的機能の面で
は、

①風雪害や病虫害
に強い健全な森林
を作り

②地表の浸食や流
失を抑制し、

③多様な動植物の
生育・生息を可能
とする。
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消費で支える林業：木材利用の推進①

 茂木町立茂木中学校
（栃木県）の木造校舎

 地元茂木町町有林のス
ギ・ヒノキ間伐材を使用

（参考）インフルエンザによる
学級閉鎖率の違い

木造校舎：２％

内装木質造校舎：２％

ＲＣ造校舎：６％

（平成１５年、愛知教育大学
橘田紘洋名誉教授）
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消費で支える林業：木材利用の推進②

 オホーツクはまなす牧場の
カラマツ造り育成牛舎
（北海道紋別市）

 鉄骨牛舎に比べ、吸音性、
耐久性、耐腐食性などに優
れ、悪臭やハエの発生が尐
ない。
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国際森林年における普及啓発
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国内における「国際森林年」の活動戦略案

 国際森林年国内委員会を活動の中心として、豊かな森
林を守り育てていくこと、またそのために国民一人一人
が具体的に行動することが重要であることへの理解を深
める。

 我が国の林業を再生し、美しい森林づくりを推進するは
ずみになるよう、全国各地でのイベントも活用しながら効
果的な取組を展開する。

植樹祭・育樹祭 美しい森林づくり 木づかい運動 途上国支援
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国際森林年国内委員会名簿
赤池学（ユニバーサルデザイン総合研

究所所長）

天野礼子（作家）

飯塚昌男（日本林業協会会長）

出井伸之（美しい森林づくり全国推進会
議代表）

井上篤博（セイホク株式会社代表取締
役社長）

内山斉（日本新聞協会会長）

大久保尚武（経団連自然保護協議会会
長）

草野満代（フリーアナウンサー）

坂本龍一（音楽家、モアトゥリーズ代表）

佐々木毅（国土緑化推進機構理事長）

Ｃ.Ｗ.ニコル（Ｃ.Ｗ.ニコル・アファンの
森財団理事長）

多田欢一（岩手県住田町長）

仁坂吉伸（和歌山県知事）

沼田早苗（写真家）

速水亨（速水林業代表取締役社長）

広瀬道貞（日本民間放送連盟会長）

宝月岱造（日本森林学会会長）

三村明夫（日本プロジェクト産業協議会
会長）

宮林茂幸（東京農業大学教授）

養老孟司（日本に健全な森をつくり直す
委員会委員長）

（オブザーバー）

外務省、環境省、観光庁
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国際生物多様性年

とのﾌﾞﾘｯｼﾞﾝｸﾞｾﾚﾓﾆｰ

(石川県、12/18-19)

第１回

国内委員会

第9回ＵＮＦＦ会合（ﾆｭｰﾖｰｸ,1/24-2/4)

ハイレベル対話（2/2-2/3）

・国際森林年の立ち上げ

・国際森林映画祭の受賞作品発表 等

第66回国連総会

(ﾆｭｰﾖｰｸ, 9月)

・活動状況の報告

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

国際森林年における取組スケジュール

国際森林年記念

会議の開催

国 内 委 員 会 の 運 営 ・ 普 及 事 業 の 実 施
（ウェブサイトの運営、企業等との連携等 ）

国内委員会の設置

全国植樹祭

和歌山県

10/1～10/31

木づかい推進月間

全国育樹祭

奈良県国際森林年において新たに行う取組

4/15～5/14

みどりの月間

みどりの

感謝祭

既存の事業の活用による国際森林年への取組

【凡例】

民間企業等との連携
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国際森林年

ｸﾛｰｼﾞﾝｸﾞｾﾚﾓﾆｰ

（場所等未定）

第２回

国内委員会

第３回

国内委員会

第４回

国内委員会

地方と連携した記念行事



具体的取組の実施状況
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（実績）第１回国際森林年国内委員会

 １２月１６日、篠原副大臣
の出席を得て、第１回国
際森林年国内委員会を開
催。

 佐々木毅座長をはじめ、
広瀬道貞、出井伸之、Ｃ
Ｗニコル、養老孟司、草
野満代ほかの委員が出
席。

 国際森林年のテーマを
「森を歩く」と決定。

22



（実績）民間企業等への説明会

 １２月１７日、民間企業等
約１００人に対する説明会
を開催。

 林野庁長官より国際森林
年の背景と取組の方針を
説明。

 出席者名簿とアンケート
を配付し、将来のマッチン
グを支援。

 ３月２日にも第２回の説明
会を開催し、企業や団体
の情報交換を実施。
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１２月１８日付け
毎日新聞

３月３日付け
日本農業新聞



（実績）国際生物多様性年と国際森林年
とのブリッジングセレモニー

 １２月１８日、石川県金沢
市で国際的な橋渡しの式
典を実施。

 鹿野農林水産大臣、松本
環境大臣、ＵＮＦＦマッカ
ルパイン事務局長、ＣＢＤ
ジョグラフ事務局長ほか
が出席。

 国内委員会より、飯塚昌
男委員及び沼田早苗委
員が参加。
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（実績）国連森林フォーラム（ＵＮＦＦ）
閣僚級会合

 ２月２日～３日、米国ミ
ニューヨークの国連本部
において、ＵＮＦＦ閣僚級
会合が開催。

 我が国主催のサイドイベ
ント（約２０カ国、６０名参
加）等で緑化運動をはじ
め国際森林年の取組を説
明。

 国際森林映画祭の受賞
作品発表。
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地球のために木を植える子ども達の
イニシアティブ のプレゼン風景



（実績）ロゴマーク使用の簡素化

 ロゴマークの使用手続き
は国連森林フォーラム（Ｕ
ＮＦＦ）へ英語でメールと申
請書を送付する必要が
あった。

 我が国ではＵＮＦＦとの合
意により、フォレスト・サ
ポーターズのウェブサイト
上でロゴマークをダウン
ロードできる仕組みを構
築。

 ４月１２日現在、２００の企
業、ＮＰＯ等が利用。26



（実績）元旦の各新聞での露出
（この他、各地方紙でも特集記事の実績あり）

27
住友林業による企業広告
１月１日付け主要各紙

日本たばこによる広告記事
１月１日付け毎日新聞



（実績）ロゴマーク使用の事例
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サントリーによる企業広告
２月４日付け毎日新聞



（実績）国際森林年国内委員会委員に
よる新聞記事

養老孟司氏

（１月１８日付け毎日新聞）

坂本龍一氏

（２月２８日付け産経新聞）
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（実績）「森を語る」新聞広告

 ２月２８日、ＣＷニコル氏
を起用した国際森林年特
集の全面広告が読売新
聞に掲載。

 広告費の一部は海外の
植林活動へ寄付される。

 協賛企業は三井不動産、
関電工、日本たばこ、九
電工、デル、染めＱテクノ
ロジィ、須賀電工、サラヤ
、弘電社の９社。
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（実績）国際森林年特集記事の事例

31 （３月１０日付日経新聞） 三井物産、日本製紙、日本郵政との連携企画



（実績）ローソンによる国際森林年と

緑の募金の呼びかけ（※東北関東大震災後は震災募金へ変更）

 国際森林年の幕開けを記
念し、全国約１万店の
ローソングループ店頭で
スヌーピーが国際森林年
と緑の募金を呼びかけ。

 ローソン緑の募金の実績
は、累計約３０億円。

 支援した森林整備活動は
約２，３００箇所。

 植樹や間伐の手入れを
行った本数は約１，４２５
万本。
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（実績）住友林業による「サステナブル
フォレスト ギャラリー 2011」

 １月１５日～１６日、住友
林業は有楽町駅前でドー
ム型展示を利用した普及
啓発イベントを開催。

 １５日の国際森林年記念
ステージ には鹿野大臣、
市川社長、草野満代さん
が出席し、木材利用の意
義などについて説明。

 来場者数は約５０００名。

33 １月１５日付け共同ニュース



（実績）オーストリアシンポジウム
「森からのエネルギー創出」

 ２月１４日（東京）、２月１５
日（札幌）、オーストリア大
使館主催のシンポジウム
が開催（来場者数は併せ
て約５３０名）。

 森林技術、バイオマス技
術、木質建材に関する講
演に加え、出展オーストリ
ア企業１５社の製品・技術
を紹介。

 シンポジウム後に個別商
談会も開催。
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（実績）ライブドリアード２０１１

 ２月１４日に木材会館（新
木場）で開催された、
パネルディスカッション、
演劇、音楽を組み合わせ
た国際森林年記念ライ
ブ。

 テーマは「木と共に暮らす
ライフ提案」。

 参加者総数は３２４名。

主演：弥生さん

主催：（社）創造再生研究所

後援：林野庁ほか
35 ２月１５日付け東京新聞



（実績）「美しい森林づくり」企業・
ＮＰＯ等交流フォーラム

 ２月１４日、国連大学にお
いて、田名部大臣政務官
の出席により記念フォー
ラムを開催。

 国連事務総長のビデオレ
ター、大久保尚武経団連
自然保護協会会長及びＣ
Ｗニコル氏の講演等。

 ｢フォレスト・サポーター
ズ｣及び｢生物多様性民間
参画パートナーシップ｣が
協働宣言に調印。
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（実績）東京マラソン2011への参加

 ２月２７日、農林水産省及
び国土交通省等の職員
約２０名が、「国際森林年
タスキ」を着用して東京マ
ラソンに参加。

 キャプテンは観光庁の溝
畑長官であり、スポーツ
観光の振興を併せてアピ
ール。

 ＮＨＫ朝のニュースを含め
一部メディアで露出。
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２月２５日の出陣式



（実績）持続可能な森林経営の挑戦に
関する国際セミナー

 ３月８日～１０日、三田共
用会議所において、各国
政府、国際機関、民間企
業、ＮＧＯ等から専門家を
招へいし開催。

 持続可能な森林経営のた
めの政策手段について、
国内外の取組を討議。

 国連森林フォーラム（ＵＮ
ＦＦ）活動の一部として、
結果を報告。
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（実績）国際森林年子ども大使
ミュージカル「葉っぱのフレディ」

 「お米大使」の小林幸子さ
ん、「お魚大使」のさかな
クンに続き、３月８日、
「葉っぱのフレディ」の
子役２０名を国際森林年
子ども大使に任命。

 ミュージカルは生命の尊
さと循環をテーマにした作
品であり、日野原重明先
生の原案。

 ３月９日付け朝日新聞等
で報道。
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（実績）観光庁による
「魅力ある日本のおみやげコンテスト」

 外国の方々からみて魅力
的なおみやげを選定する
ことにより、我が国の地域
ブランドを高めるねらいの
コンテスト。

 本年度に限り、国産材を
活用した「国際森林年特
別賞」を設定。

 ３月９日（水）、「葉っぱの
フレディ」も参加し、羽田
空港にて授賞式を開催。

40



（実績）雑誌・インターネットでの露出

 雑誌「環境会議」、「日経エ
コロジー」、「メトロミニッツ
」、「サライ」において、国
際森林年や森林・林業に
関する特集記事が掲載。

 雑誌「ｅｃｏｍｏｍ」のウェブ
サイトでは、国際森林年特
設ページが開設。
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（実施中）国際森林年記念分収造林の実施

42

 ３月３日、全国の国有林
野において国際森林年記
念分収造林を実施するこ
とを各森林管理局へ通知

 平成２３年度から２５年度
までの３年間実施。

 これにより国民参加の森
林づくりを促進。

通常の分収割合

契約者７割、国３割

国際森林年記念分収造林

契約者８割、国２割



（実績）TOUCH WOODケータイ

 四万十ヒノキの間伐材
をボディに利用した携帯
電話 「TOUCH WOOD」
が、３月２８日より限定
15,000台発売。

 ボディの間伐材は、一
般社団法人「more 
trees」の森から提供。

43
（写真：ＮＴＴドコモ社）

※
音楽家の坂本龍一氏が代表。
日本において人工林の間伐促進を
実践している環境団体。



（実績）第２回国際森林年国内委員会
～復旧・復興に向けた主な意見～

 国産材で合板を製造することで、地元還元ができ復興に
寄与できる。

 三陸の海岸沿いに企業支援で緑の回廊をつくれないか。

 避難者の生活を改善するため、木造の仮設住宅の整備
に取り組むべき。

 復興のグランドビジョンをつくり、その中で森はどうあるべ
きか考えるべき。

 都市部と地方部が非常時に備えて、お互いに資材（例え
ば、仮設住宅用木材など）を備蓄しておくべき。

 林野庁が被災者を取り込む雇用の場をつくるべき。また、
各都道府県に仮設住宅キットを備蓄しておくべき。
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（実施中）「いのちの森づくりリレー植樹」

 国際森林年にちなみ、宮
脇昭名誉教授の指導によ
るリレー植樹の計画。

 台風による風倒被害跡地
への植樹など防災に力点
を置いた植樹を含む。

 東京都豊島区（５月２２日
）、白神山地（７月２日）、
愛知県豊橋市（７月１０日
）など全国で１２か所。
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（３月３０日付け
毎日新聞）



（実施中）「森と芸術」展示会

 ４月１６日～７月３日、東
京都庭園美術館におい
て「森と芸術」の企画展
示が開催。

 「私たちの中にひそむ
森の記憶をたどってみ
よう」がテーマ。
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（実施中）国内委員会事務局による特別協力

 ４月より委託事業「国際森
林年推進事業」により国
際森林年国内委員会事
務局を立ち上げ。

 全国の様々なイベントに
対して、のぼり等の広報
媒体の供与をはじめ、ホ
ームページによるＰＲの
協力などを行い、国際森
林年への認知を向上。

４月２３日～２４日のアースデー東京

（ＣＷニコル・アファンの森のブース）

４月２４日の「林試の森フェスタ」
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（実績）日本中央競馬会との連携

 ４月２３日（土）、東京
競馬場（府中市）に
おいて、国際森林年
記念レースとして「新
緑賞」を開催。

 優勝は３番人気の
ショウナンバーズ号
（牡３歳美浦・国枝厩
舎 北村宏司騎手騎
乗）。
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（実績）政府広報ラジオ番組

49

 政府広報ラジオ番組
「中山秀征のジャパ
リズム」で「自然の宝
庫、森を歩こう！」を
タイトルに放送。

（４月３０日、５月１日）

 田名部大臣政務官
が自身の体験も交え
ながら解説。



（実績）ダイヤモンドトレールサミット

 ５月１４日、大阪、奈良、
和歌山を結ぶ約４５キロ
の登山道を活性化させる
ため、３府県の１０市町村
の首長らによるサミットが
開催。

 「ダイトレを歩こう！！」と
題した記念イベントには
山ガールや橋下知事も参
加。
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（実績）国際森林年記念切手

 ５月２０日、国土緑化・
国際森林年記念切手が
発売。

 国連ＵＮＦＦの呼びかけ
に応じ、世界的な記念
切手発行の動きとも連
携。

 全国植樹祭開催地の和
歌山県の代表的な樹木
とセットのデザイン。
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フランス

フィンランド

英国



（実施中）全国植樹祭・全国育樹祭

 ５月２２日に和歌山県で
第６２回全国植樹祭を
開催。

 １１月２０日に奈良県で
第３５回全国育樹祭を
開催。

 国際森林年子ども大使
「葉っぱのフレディ」の参
加など、国際森林年関
連展示や国際交流活動
を計画中。

52

全国植樹祭
（和歌山）

全国育樹祭
（奈良）



（実績）震災復興支援シンポジウム

 ５月２２日、国連大学にお
いて「森は海の恋人」の
畠山重篤氏を基調講演に
迎え、震災復興支援シン
ポジウムを開催。

 森里海の連環、森づくり
の循環や生物多様性の
観点から震災復興と地域
の再生を討論。

 当日は皇太子殿下も行啓
し、シンポジウムを聴講。
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（実績）小学生作文コンクール
（森の町内会＋キッザニア東京）

 小学生に、日本の森を元
気にするためにはどうし
たらいいかを考えてもら
う、作文コンクールを実
施。

 最優秀賞者は岩手県で
の林業体験に招待、優秀
賞者はキッザニア東京に
招待。

 ６月２日（木）に表彰式を
開催。
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計画・検討中の取組

55



（予定）森林総研の公開講演会
「日本の森を活かそう！」

 ６月１２日、東京大学安
田講堂において森林総
研による公開講演会を
開催。

 記念講演は佐々木毅氏
による「日本政治と森林
」

 国際森林年のサブテー
マに沿って、最近の動
向と最新の研究成果を
紹介。
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（実施中）エコ・ファースト推進協議会
による「エコとわざコンクール」

 ６月～８月、森に関わる
ことわざを小中学生か
ら募集し、審査・表彰。

 環境トップランナー企業
の集まりである「エコ・
ファースト推進協議会」
の取組。

 表彰式は国際森林年記
念事業との連動も検
討。
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（予定）海岸林を考える

 東日本大震災で失われた
海岸林の役割と再生につ
いて各層の関心が高まっ
ているところ。

 ６月２２日、木材会館（新
木場）で日本海岸林学会
主催のシンポジウムが開
催。

 震災後４ヶ月の７月１１日
には公益財団法人オイス
カが国際シンポジウムを
開催。
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（予定）「木を植えた男」
フレデリック・バック展

 ７月２日（土）～１０月２
日（日）、東京都現代美
術館において、フレデ
リック・バックの企画展
示が開催。

 「木を植えた男」を含
め、アカデミー賞を２度
受賞したアニメーション
作家であり、展示はスタ
ジオ・ジブリが企画協
力。
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（予定）森を守ろうチャリティコンサート

 国際森林年を記念する
「森を守ろうチャリティコ
ンサート」の開催を予
定。

 収益は国土緑化推進機
構への寄付。

日時：７月１２日（火）夕刻

演奏：読売日本交響楽
団、宮本笑里（バイオリ
ン）

場所：浜離宮朝日ホール
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指揮：円光寺雅彦
バイオリン：宮本笑里



（予定）市民と森林をつなぐ国際森林年の集い

 夏頃、地方団体と連携し
たシンポジウムを全国７
箇所で展開（例：７月１７
日、岡山県真庭市）。

 映画「森聞き」でも紹介さ
れた「森の名人」の知恵
や技術を次世代に伝承。

 東北地方では震災復興
の要素を加えて実施。

 「国際森林年推進事業」
の取組の一つ。
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（予定）いきものにぎわい企業活動
コンテスト

 国内外での生物多様性
の保全、持続的な利用に
ついて、企業、組合等の
活動を募集・顕彰するコン
テスト（応募締め切り：７月
２０日）。

 本年は国際森林年特別
部門を設け、森林の再生
・活用等、森づくりに関す
る特色ある活動を顕彰す
る。
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（予定）「学校林・遊々の森」
全国子どもサミットin信州

 「学校林」「遊々の森」で
の学習・体験活動を広げ
ていくため、8月4日～5日
に長野県松本市で開催。

 子どもたちの森林での活
動の発表 、先生方による
意見交換会などを行い、
その内容を全国の小学校
に情報発信。

 国際森林年を記念して、
海外での植樹活動のパネ
ル展示なども実施予定。
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（予定）二科展でのポスター展示

 「二科展」デザイン部ポ
スター部門で、国際森
林年をテーマとした公募
展を実施。

 ８月３１日～９月１２日
の六本木・国立新美術
館を皮切りに、全国の
巡回展で展示。

 受賞したポスターは、
その他の国際森林年イ
ベントでの活用も検討。
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